
今月の表紙 第14回つべつ紅葉マラソン大会 ～ゴール前の力走～

まちの話題 津別まるごとフェア 第５回つべつ産業まつり開催

３００人を超えるランナーが力走 第14回つべつ紅葉マラソン大会開催

温故知新

音楽愛好サークルで大正琴を楽しむ

旭町 鎌塚榮子 さん

特 集 町づくりの功績に感謝を込めて

～町の発展や振興に寄与された方を「文化の日」に表彰します～



町
づ
く
り
の
功
績
に

感
謝
を
込
め
て

町
の
発
展
や
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
方
を

「
文
化
の
日
」
に

表
彰
し
ま
す

月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
津

11
別
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の

表
彰
式
が
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
す
。

今
年
は
、
善
行
、
自
治
、
消
防
の

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表

彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者
紹
介
欄
の

年
齢
は

月
３
日
現
在
、
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臼
は
受
賞
者
の
功
績
、

渦
は
受
賞
の
感
想
で
す
。

臼
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
５
０
０
万
円
を

寄
附
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
表
彰
。
平
成
７
年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

１５

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

年

２０

２２

２３

２４

度
、
平
成

年
度
、
平
成

年
度
に
次
ぐ
９
度
目
の

２５

２６

受
賞
。

渦
永
年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
津
別
町
の
森
づ

く
り
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
く
、
寄
附
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取取締役社長 大越敏弘さ取締役社長 大越敏弘さんん

自 治 功 労 者

柏町 僧侶 福井
ふくい

全雅 さん（70歳）

ぜんが

臼
平
成
７
年

月
よ
り
津
別
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
を
務
め
、
平

１１

成

年

月
か
ら
は
同
委
員
会
委
員
長
に
就
任
、
永
き
に
わ
た
り
、
選

２３

１１

挙
管
理
事
務
や
選
挙
啓
発
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

表
彰
。
渦
こ
の
度
の
栄
誉
は
、
役
場
職
員
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の

選
挙
事
務
に
携
わ

り
、
ご
協
力
頂
い
た

皆
さ
ま
と
共
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

無
事
に
任
期
を
全

う
出
来
ま
し
た
事

に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

自 治 功 労 者

緑町 会社役員 日下 太朗 さん（68歳）

くさか たろう

臼
昭
和

年
１
月
本
町
に
奉
職
以
来

年
余
り
に
わ
た
り
町
職
員
と
し

４４

２５

て
勤
務
、
そ
の
間
、
企
画
振
興
課
長
補
佐
、
企
画
振
興
課
長
を
歴
任
。

そ
の
後
、
平
成

年
４
月
に
北
海
道
議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
、
４
期

１１

１６

年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表

彰
。
渦
何
よ
り
、
愛
す
る
津
別
町
か
ら
の
表
彰
、
大
変
う
れ
し
く
光
栄

に
思
い
ま
す
。
全
て

の
町
民
の
皆
さ
ま
に

感
謝
致
し
ま
す
。
今

後
も
、
本
町
発
展
の

為
に
微
力
で
す
が
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

善

行

者

丸
玉
産
業
株
式
会
社

消 防 功 労 者

活汲 商業 池森
いけもり

英樹 さん（５０歳）

ひでき

臼
平
成
４
年
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団

２３

員
と
し
て
災
害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
家
族
の
支
え
は
も
と
よ

り
、
関
係
各
位
の
皆

さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

協
力
の
お
か
げ
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
も
地
域
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自 治 功 労 者

豊永 会社役員 佐藤
さとう

正敏 さん（66歳）

まさとし

臼
昭
和

年
４
月
本
町
に
奉
職
以
来

年
余
り
に
わ
た
り
町
職
員
と
し

４３

３８

て
勤
務
。
そ
の
間
、
教
育
委
員
会
管
理
課
長
、
保
健
福
祉
課
長
を
歴
任
。

そ
の
後
、
平
成

年
１
月
に
助
役
に
就
任
さ
れ
、
平
成

年
４
月
か
ら

１９

１９

平
成

年
１
月
ま
で
は
副
町
長
と
し
て
、
町
行
政
の
推
進
並
び
に
自
治

２７

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。
渦
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
得
て
、

本
町
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
し
た

が
唯
々
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

消 防 功 労 者

旭町 会社員 中野
なかの

裕之 さん（５０歳）

ひろゆき

臼
平
成
４
年
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団

２３

員
と
し
て
災
害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
会
社
の
理
解
と
家
族
の

支
え
、
消
防
団
、
消

防
署
の
方
々
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
地
域
の
た

め
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

自 治 功 労 者

本岐 自営業 大寺
おおてら

隆 さん（６４歳）

たかし

臼
平
成
２
年
４
月
、
津
別
町
交
通
指
導
員
の
委
嘱
を
受
け
て
以
来

年
２５

余
り
に
わ
た
り
、
街
頭
啓
発
や
指
導
に
立
ち
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全

指
導
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
交
通
事
故
抑
止
に
向
け

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。
渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身

に
余
る
光
栄
で
す
。

交
通
指
導
員
に
な

り
約

年
に
な
り

２５

ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力

の
お
か
げ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今

後
も
皆
さ
ま
の
安

全
の
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。



愛林のまちの緑豊かな自然環境を次の世代に引き継ぎ、ふるさとつべつの森林資源の造成と保全や未立木地対

策を図るため、平成20年度から丸玉産業株式会社よりいただいている寄附を原資として「丸玉産業森づくり基金」

を設置しています。現在、町単独補助制度として取り組んでいる「愛林のまち緑資源を守る事業」の財源の一部と

して運用し、造林、保育、野ねずみの駆除、林地流動化事業等について取り組みを行ってきました。

《過去３年間の実績について、以下のとおり掲載します》

「愛林のまち緑資源を守る事業」助成内容

１．造林事業

町内の標準造林事業費の９７％を上限として補助する金額とし、実行経費が標準事業費を下回った場合は

その額とする。

※地ごしらえ（伐採跡地の整地）、苗木の植え付け

２．下刈 （１回刈）全刈～8,000円／ha・（２回刈）全刈～24,000円／ha

※植栽した苗木の生育を妨げる雑草や潅木を刈り払う作業

３．つる切り・除伐 ～18,000円／ha

※育成の対象となる樹木の生育を妨げる他の樹木や、つるを刈り払う作業

４．初回間伐 ～25,000円／ha

※育成の対象となる樹種の混み具合に応じて、一部の樹木を伐採する作業

５．野鼠駆除 ～1,000円／ha

※植栽木の野ねずみによる食害を防ぐための薬剤散布

６．林地流動化対策事業

造林を目的に山林を購入し、造林を行ったものに対し、林地流動化助成金として10,000円／haを上限に

標準地価相当額を交付する。

問い合わせ先 産業振興課林政グループ 緯76－2151(内線259)

安
全
で
お
い
し
い
津
別
の
水
道
水

問い合わせ先 建設課水道グループ 緯76－2151（内線253、254）

※
測
定
し
た
水
は
、
平
成

年
９
月

日
に
上
里
・
相
生
の
水
道
水
（
蛇
口
）
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
す
。

27
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津 別 町 水 道 水 の 水 質 検 査 結 果

ೋ
༆
⅛
水
⅜

ࣜ
࿒
⅛
ࡕ
し
い
水
質
ܖ
੔
を
ↆ
↽
ⅽ
し
て
い
ま
す

Ķĳ

水
質
検
査
計
画
を
定
め
て
い
ま
す

私
た
ち
が
、
毎
日
飲
用
と
し
て

使
っ
て
い
る
水
道
水
。
こ
の
水
道

水
は
、
水
道
法
に
よ
っ
て
厳
し
い

水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
、
水
源
地

の
原
水
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
に
至

る
ま
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行

い
、
水
質
管
理
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

こ
の
水
質
検
査
を
「
ど
の
場
所

で
」「
ど
の
よ
う
な
項

目
に
つ
い
て
」「
ど
れ

く
ら
い
の
頻
度
で
」

行
う
か
な
ど
を
表
し

た
も
の
が
水
質
検
査

計
画
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
毎
月
検

査
し
て
い
る
項
目
の

結
果
に
つ
い
て
下
記

の
と
お
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

検
査
し
た
水
は
、
津
別
市
街
や

活
汲
・
恩
根
・
最
上
地
区
を
給
水

区
域
に
し
て
い
る
上
里
を
水
源
地

と
す
る
水
道
水
、
も
う
一
つ
は
本

岐
や
相
生
地
区
を
給
水
区
域
と
し

て
い
る
相
生
が
水
源
地
の
水
道
水

で
す
。

ど
ち
ら
も
湧
き
水
で
、
そ
の
ま

ま
で
も
水
質
基
準
の
項
目
を
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す
が
、
水
道
法
で
滅

菌
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

必
要
最
少
量
の
塩
素
注
入
を
行
い
、

安
全
な
水
と
し
て
皆
さ
ん
の
家
庭

に
届
け
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水

ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
消
費
が

年
々
伸
び
て
い
ま
す
。「
安
全
で

お
い
し
い
水
」
と
い
う
ト
レ
ン
ド

（
流
行
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

津
別
町
の
水
道
水

は
湧
水
で
厳
し
い
水

質
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
お
り
、
ミ
ネ
ラ
ル

分
も
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
と
そ
ん
色
な
い
、

軟
水
の
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ミ

ネ
ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ
ー
』
で
す
。
１
０
０

０
渥
当
た
り
２
１
６

円
と
、
２
渥
入
り
２

０
０
円
程
度
の
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
と
比
較
し
て
も
５
０
０
分
の

１
程
度
の
お
値
段
で
す
。

水
道
事
業
は
、
事
業
開
始

年
50

を
経
過
し
ま
し
た
。
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
安
全
で
お

い
し
い
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、
水
道
料
金
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



８
月
は
、
大
学
の
夏
休
み
を
利
用
し
て

学
生
が
町
に
滞
在
し
な
が
ら
多
く
の
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
と
の
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

高
大
連
携
事
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月

日
（
土
）
～

日
（
日
）
に
、

２２

２３

津
別
高
校
と
筑
波
大
学
の
連
携
事
業
と
し

て
、
街
を
歩
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
毎
の
取
組
や
発
表
内

容
で
投
票
を
行
い
、
上
位
２
チ
ー
ム
（
１
、

２
班
）
が

月
８
日
に
筑
波
大
学
学
園
祭
で

１１

の
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
派
遣
さ
れ
、

発
表
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
と
筑
波
大

学
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月

日
（
土
）
、
ま
ち
な
か
再
生
協
議

２９

会
と
筑
波
大
学
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
、
人
口
減
少
と
地
方
創
生
へ
の
取
組
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
取
組
状
況

８
月
か
ら

月
ま
で
の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
取
組
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

１０

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
：
学
び
や
創

造
、
問
題
解

決
の
手
法
で
、

グ
ル
ー
プ
毎

に
進
行
役
を

中
心
に
し
て

行
う
、
自
由

な
話
し
合
い

の
こ
と
で
す
。

ワワークショップの様ワークショップの様子子
高大連携事業発表会後の記念撮高大連携事業発表会後の記念撮影影

町議会議員との懇談会参町議会議員との懇談会参加加

高大連携事業の内容

○津別高校生参加者 １５名（４グループ）

○グループワーク テーマ内容等

１班：津別高校魅力ＵＰ大作戦

中・高連携ワークショップの実施など

２班：帰りたい町：あったか津別が待っている

空き家を活用してにぎわいを取り戻すなど

３班、４班：まちづくりマップ作成

・未耐震化施設解消と街灯配置で治安向上

・空き家・空き店舗活用でにぎわい向上

夏休み期間中の大学生等の滞在状況

○筑波大学津別在駐事務所（役場内に事務所仮設）

８月１０日（月）～９月６日（日）４週間

２名が交互に３週間ずつ駐在

○筑波大学社会工学域 大澤研究室ゼミ合宿

８月２１日（金）～８月３１日（火）１１日間

１５名：合計１７５泊

○小樽商科大学商学部 大津研究室ゼミ合宿

８月２９日（土）～９月２日（水） ５日間

１４名：合計５５泊

日
（
木
）
の
予
備
日
に
も
２
グ
ル
ー
プ

２７
で
別
途
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
町
～
誰
か
を
連
れ

て
き
た
い
～
「
ち
ょ
こ
っ
と
暮
ら
し
（
微

住
）」、
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
町
つ
べ
つ
を
め
ざ

す
！

働
き
や
す
い
、
住
み
や
す
い
、
人
を

受
け
入
れ
や
す
い
町
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
ま
と
め
ま
し
た
。

第
５
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

９
月

日
（
金
）
開
催
の
協
議
会
は
、
石

２５

田
東
生
（
は
る
お
）
教
授
に
よ
り
地
方
創
生

と
シ
ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ
エ
イ
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
い
た
だ
い
た
後
、
話
し
合
い
の
時
間

を
持
ち
ま
し
た
。
車
の
移
動
を
制
限
し
観

光
価
値
を
高
め
る
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ

エ
イ
の
魅
力
発
掘
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

「
演
出
」
が
大
事

に
な
る
、
ニ
セ

コ
の
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
は
参
加

者
に
時
計
を
は

ず
し
て
も
ら
っ

て
、「
時
間
を
忘

れ
て
も
ら
う
」

「
童
心
に
返
っ
て
水
を
掛
け
合
い
が
で
き
る

よ
う
に
」
と
い
う
演
出
が
あ
る
、
な
ど
の
話

に
加
え
「
課
題
先
進
地
」
か
ら
「
課
題
解
決

先
進
地
」
を
目
指
し
て
ほ
し
い
、
と
の
エ
ー

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
現
地
会
議

月
９
日
（
金
）
に
、
事
業
の
助
成
元
の

10
ふ
る
さ
と
財
団
主
催
の
現
地
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ま

ち
な
か
再
生
事
業

の
取
組
を
町
と
筑

波
大
学
か
ら
報
告

し
、
ふ
る
さ
と
財

団
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ

ー

委

員

よ

り

様
々
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
ま
ち
な
か
再
生
事
業
は
、
一
般
公
開
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
f
a
c
e

b
o
o
k
で
も
情
報
公
開
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
是
非
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先 住民企画課企画グループ 緯76－2151（内線240）

まちなか再生事業HP

（津別町 HP内）QRコード

facebook‐QRコード

発発表会後の記念撮発表会後の記念撮影影

予備日の記念撮予備日の記念撮影影

まちなか再生協議会＆筑波大ワークショップ

１班：みんなのふるさと～遡上するさけの如く～

住宅、空き家活用などによりＵターンを含め

新しい人の流れをつくりまちおこし

２班：身の丈にあったまち、津別

エネルギーの自給自足でまちおこし

３班：ダイバーシティ(多様性)＜留学生チーム＞

外国人が集まり、移住し、まちおこし

４班：夢を叶える聖地、つべつ＜学生チーム＞

教育に重点特化して、まちおこし

その他の８月の取組

○小樽商科大学によるソトモノ目線での津別町

のまちづくり研究

○筑波大学による各種調査研究への取組

・スポーツ合宿と地域活性

・ゼミ合宿と地域活性

・空き家調査、道の駅調査、給油調査

・域内経済循環調査、照度調査

・道路看板調査…など

今後のまちなか再生事業予定

11月13日(金)集合住宅、土地利用、市民協働

12月 5日(金) ｵーﾌ゚ﾝﾃ゙ ﾀー、IT

2月 5日(金) 防犯、公園

※いずれも、「さんさん館」で18時30分より

上記テーマで一般公開で開催します。

◎1月22日(金) まちづくりシンポジウム

「中央公民館」 18時30分より



インフルエンザ予防接種料金の助成が始まります
津別町では今年も 11月1日からインフルエンザ予防接種料金の助成を行います。

ご希望の方は下記の接種方法をご覧のうえ、ご希望の病院にご予約ください。

１、対象の方と助成回数

対 象 の 方

臼 満６５歳以上の方

渦 ６０歳以上６５歳未満の方で、心臓･腎臓･肺や気管支及びヒト免疫不全ウイルスに

よる免疫機能で身障手帳１級程度の障害のある方

嘘 満1歳～小学6年生の方

唄 中学生

助成回数

1回

2回

1回

※年齢はすべて接種日の年齢となります。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 緯７６－２１５１（内線２３１）

２、接種料金

お１人１回 1,000円（昨年度と同額です）

上記の対象者の方で、生活保護の方は無料です。

３、接種方法

臼指定医療機関からご希望の病院を選びます。

渦病院に予約をします。

嘘生活保護の方は役場瓜番窓口で「証明書」の交付を

受けてください。

唄予約した病院で予防接種を受け、窓口で 1,000円を

お支払ください。

４、持ち物

臼６５歳以上の方→健康手帳

（お手元に無い方は役場浦番窓口でお渡し

いたします。お申出ください）

渦満１歳から中学生の方→母子手帳

嘘接種料金

唄生活保護の方は「証明書」

※予診票は各病院にありますので、接種当日

にご記入ください。

「証明書」が必要となります。

役場の福祉担当にお申し出ください。

子ども高齢者電話医療機関名

末松整形外科医院

清月クリニック

竹江整形外科医院

玉越病院

千葉循環呼吸クリニック

道東脳神経外科病院

徳竹医院

とまべちクリニック

西谷内科医院

ばんば医院

ひかりの耳鼻咽喉科クリニック

藤江内科クリニック

古屋泌尿器科医院

北星脳神経・心血管内科病院

北海道立北見病院

本間内科医院

松原医院

みやけ医院

みやまクリニック

望月医院

守谷記念整形外科医院

やまでらクリニック

ゆりの樹クリニック

わだ小児科・循環器内科医院

愛し野内科クリニック

オホーツク海病院

端野病院

JA北海道厚生連常呂厚生病院

おのでら医院

おんねゆ診療所

木村内科小児科医院

前鼻医院

訓子府クリニック

置戸赤十字病院

〈平成２７年度 インフルエンザ予防接種 指定医療機関〉
★印の医療機関をご希望の方は、事前に役場にお電話ください。 緯76－2151 健康医療グループ 健康推進担当まで

※施設に入所中の方も接種できます。詳しくは各施設にお問合せください。

子ども高齢者電話医療機関名

津別病院

工藤医院

田畠医院

田中医院

玉川医院

びほろ耳鼻咽喉科クリニック

美幌町立国民健康保険病院

美幌皮膚科

美幌療育病院

平間医院

大空町東藻琴診療所

女満別中央病院

あいのない診療所

秋山こどもクリニック

麻生北見病院

あしの医院

為山堂内科医院

稲田整形外科医院

いわもと循環器クリニック

大内医院

オホーツク勤医協北見病院

かみむらキッズ・クリニック

岸山皮膚科

北見循環器クリニック

北見消化器クリニック

北見赤十字病院

北見中央病院

北見北斗病院

國分皮膚科

小林病院

さこう・リハビリクリニック

酒井内科クリニック

さかきばら泌尿器科

白川整形外科・内科

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

76-2121

73-3356

73-2035

73-2913

75-2780

73-3900

73-4111

73-4112

73-3145

72-1881

66-2611

74-2181

37-2810

66-2255

23-4133

68-1380

23-3115

61-1161

26-1030

24-0001

26-1300

22-4188

62-4112

31-5800

23-6560

24-3115

24-3100

23-3225

69-4112

23-5171

23-3709

32-7536

32-7331

24-7770

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

69-2730

68-1568

69-2800

24-3323

23-3111

69-0300

23-2916

22-6050

23-6687

23-7755

26-1133

32-7303

61-2288

26-8800

24-6261

26-6471

32-6078

24-4976

26-3336

24-6188

36-2277

66-3434

57-5131

24-7333

67-6565

67-6000

56-3151

0152-54-1611

42-3111

45-2340

67-2080

42-2118

0157-47-3311

0157-52-3321

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

津
別
・
美
幌
・
大
空

北
見
市
（
市
外
局
番
0
1
5
7
）

北
見
市
（
市
外
局
番
0
1
5
7
）
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５
回
目
を
迎
え
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
津
別
ま

る
ご
と
フ
ェ
ア
・
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
」（
主
催

つ

べ
つ
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、

月

日
、

10

18

さ
ん
さ
ん
館
一
帯
と
町
道
１
０
５
号
線
の
一
部
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前

時
か
ら
の
開
会
式
で
幕
開
け
し
た
催
し
は
、

１０

山
鳴
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
力
強
い
和
太
鼓
演
奏
に
続

き
、
殻
付
き
ホ
タ
テ
・
し
じ
み
の
特
売
、
い
も
・
玉

ね
ぎ
詰
め
放
題
、
米
や
砂
糖
な
ど
の
タ
イ
ム
サ
ー
ビ

ス
、『
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
ペ
ア
宿
泊
券
』
な
ど

豪
華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
と
、
お
得
な

企
画
が
目
白
押
し
。

会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
食
べ
物
や
特
産
品

を
販
売
す
る
屋
台
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

平
成

年
度
津
別
町
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事

27

業
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
の
出
発
式
が
、

月
６
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
今
年
の
参
加
者
は
、
井
村
京
生
君
、
長
瀬
寿
紀

君
、
平
田
圭
悟
君
、
迫
田
朱
里
さ
ん
、
向
平
優
衣

さ
ん
（
い
ず
れ
も
津
別
高
校
２
年
生
）
の
５
人
。

月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
、
ホ
ー
ム

10

16

28

１３

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
高
校

の
授
業
を
受
け
た
り
、
文
化
施
設
を
訪
れ
る
な
ど
、

国
際
的
視
野
を
広
げ
る
研
修
に
励
み
ま
す
。

出
発
を
前
に
佐
藤
町
長
か
ら
「
積
極
的
な
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ
ン
で
、
新

し
い
世
界
を
体

験
し
て
き
て
く

だ
さ
い
」
と
の

言
葉
が
贈
ら
れ
、

参
加
者
は
「
現

地

の

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
活
動
を

勉
強
し
た
い
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

津
別
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

第
５
回
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
開
催

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
高
校
通
学
で
国
際
交
流

青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事
業
出
発
式

９
月

日
、
児
童
館
つ
べ
つ
ん
で

26

『
じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
「
子
ど
も
ス
テ
ー
ジ
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
な
わ
と
び
や

一
輪
車
、
竹
馬
な
ど
の
特
技
を
発
表

し
、
Ｍ
Ｂ
Ａ

バ
ト
ン
教
室
の
メ
ン

バ
ー
が
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
。

手
づ
く
り
の
各
種
ゲ
ー
ム
や
工
作
な

ど
が
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
も
開
店
し
ま
し
た
。

午
後
の
「
音
楽
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、

音
楽
愛
好
サ
ー
ク
ル
・
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ

つ
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
会
場
に

響
き
、
来
場
者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
ゲ
ー
ム
と
ス
テ
ー
ジ

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催

▲山鳴太鼓保存会の演奏

平
成

年
度
津
別
町
寿
大
学
文
化

27

祭
・
舞
台
発
表
が
、
９
月

日
、
中

26

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

息
の
合
っ
た
大
正
琴
の
演
奏
や
、

華
や
か
な
日
本
舞
踊
、
見
事
な
歌
声

を
響
か
せ
た
合
唱
ク
ラ
ブ
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
合
唱
な
ど
、
３
つ
の
演
目
に

延
べ

人
あ
ま
り
の
学
生
が
出
演
し
、

40

ク
ラ
ブ
活
動
の
練
習
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

活
気
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
、
観

客
席
か
ら
は
声
援
と
さ
か
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
合
唱
を
披
露

寿
大
学
文
化
祭
・
舞
台
発
表

▲津別の特産品を販売

▲貝付きホタテの特売に行列 ▲人気企画のいも・玉ねぎ詰め放題

月
４
日
、「
第

回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン

10

14

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
３
０
０
人
を
超

え
る
出
場
者
が
、
体
力
や
経
験
に
応
じ
て
３
娃

コ
ー
ス
、
５
娃
コ
ー
ス
、

娃
コ
ー
ス
、
ハ
ー
フ

10

コ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
午
前

時

分
同
時

10

30

ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
、

ゴ
ー
ル
の
津
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
て

力
走
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
る
も
風
が
や
や
強

く
、
向
か
い
風
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
の
レ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
前
で
は
家
族
や
友
人
ら

が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援

を
送
り
、
完
走
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

「
平
成

年
度
津
別
町
町
有
林
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

27

レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ
室
Ｖ
E
Ｒ
）
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
、

月

日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
、
出
席
３
団
体
（
北

10

15

海
道
リ
ー
ス
珂
、
珂
北
海
道
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
社
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
）
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
（
感
謝
状
贈
呈
者
は
７
団
体
）。

Ｊ
室
Ｖ
E
Ｒ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
・

吸
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
削
減
・
吸
収
さ
れ
た

温
室
効
果
ガ
ス
を
環
境
省
の
「
認
証
基
準
に
関
す

る
検
討
会
」
で
認
証
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
発

行
さ
れ
る
制
度
で
、
環
境
活
動
に
取
り
組
む
企
業

等
が
排
出
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
購
入
に
よ
り
埋

め
合
わ
せ
し
、
地
域
の

森
づ
く
り
を
直
接
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立

つ
９
月

日
に
、
コ
ー

３０

プ
さ
っ
ぽ
ろ
北
見
地
区

組
合
員
・
職
員

名
が
、

１８

恩
根
と
上
里
で
枝
払
い

な
ど
の
森
林
づ
く
り
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。

３
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走

第

回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

14

町
有
林
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
団
体
に
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

津
別
町
双
葉
出
身
の
松
田
華
奈
さ

ん
が
、
車
椅
子
カ
ー
リ
ン
グ
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
リ
ザ
ー
ブ
メ
ン
バ
ー
に

選
ば
れ
、

月
７
日
か
ら
フ
ィ
ン
ラ

１１

ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
予

選
会
に
臨
み
ま
す
。

男
女
混
成
チ
ー
ム
で
競
う
車
椅
子

カ
ー
リ
ン
グ
は
、
静
止
状
態
か
ら
ス

ト
ー
ン
を
リ
ザ
ー
ブ
す
る
ル
ー
ル
で
、

氷
面
を
擦
る
ス
ウ
ィ
ー
ピ
ン
グ
が
禁

止
さ
れ
る
な
ど
、
お
な
じ
み
の
カ
ー

リ
ン
グ
と
は
ま
た
違
っ
た
難
し
さ
と

面
白
さ
が
あ
る
競
技
で
す
。

津
別
町
出
身
の
松
田
華
奈
さ
ん
が
リ
ザ
ー
ブ
メ
ン
バ
ー
に

車
椅
子
カ
ー
リ
ン
グ
日
本
代
表
と
し
て
世
界
選
手
権
出
場
へ

津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝

彦
会
長
）
か
ら
町
に
、
交
通
安
全
標

語
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が

寄
贈
さ
れ
、

月

日
、
役
場
庁
舎

10

16

前
で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
「
第

回
交
通

23

安
全
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
確
に
ん

は

急
が
ず
あ
せ
ら
ず

お
こ
た
ら

ず
」（
津
別
小
学
校
６
年

山
本
怜
さ

ん
）、
中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
考

え
て

相
手
の
将
来

あ
な
た
の
未

来
」（
津
別
中
学
校
２
年

八
鍬
凜
音

さ
ん
）
の
標
語
が
そ
れ
ぞ
れ
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
バ
ス
（
混
乗

ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
の
車
体
側
面
に
掲

示
し
て
、
交
通
安
全
啓
発
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

交
通
安
全
標
語
ス
テ
ッ
カ
ー
寄
贈

ま
ち
バ
ス
の
車
体
に
掲
示

▲８月に佐藤町長を表敬訪問した際の松田さ

ん（前列中央）



北
見
信
用
金
庫
津
別
支
店
に
勤
め

て
３
年
目
の
千
葉
明
日
香
さ
ん
。
窓

口
対
応
や
事
務
な
ど
支
店
業
務
全
般

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
千
葉
さ
ん
は
、
津

別
中
学
校
を
卒
業
後
、
北
見
北
斗
高
等

学
校
か
ら
藤
女
子
大
学
へ
進
学
し
ま

す
。
大
学
卒
業
後
は
地
元
で
働
き
た

い
と
の
思
い
が
強
く
、
就
職
先
に
北
見

信
金
を
志
望
し
ま
し
た
。

職
場
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
優
し
い
上
司

や
先
輩
ば
か
り
で
、
働
き
や
す
い
環
境

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
根
差
し
た
企
業
の
一
員
と
し

て
、「
窓
口
で
は
お
客
さ
ま
の
役
に
立

つ
情
報
の
提
供
や
、
よ
り
良
い
プ
ラ
ン

の
提
案
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
、
仕
事
へ
の
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
学
生
時
代
の

仲
の
よ
い
友
人
た
ち
と
旅
行
に
行
く

こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
。
年
に
２
回

ほ
ど
旅
行
計
画
を
立
て
て
、
各
地
へ
出

か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

よ
り
良
い
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
い

千
葉

明
日
香

さ
ん

ちば あすかさん／平成２年４月生まれ、北見信用金

庫津別支店勤務

毎日プラス１皿の野菜

1日３５０扱目標の野菜ですが、目標までにあ

と70～80扱足りないという国民健康・栄養

調査の結果が出ています。トマト半個やあと

１皿を３食のどこかで食べて１日

の野菜量をクリアしませんか？

食品表示は見ていますか？

食品表示法に基づく食品表示基準が変更になっています。

食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法の５８の基準を統合し、大規模

事業者にはエネルギー、たん白質、脂質、炭水化物、食塩相当量とア

レルギーに関する表示が義務付けになりました。

清涼飲料水で見てみると100扱当たりの成分を書いていることが

多いので、500悪ペットボトルなら約５倍の数値が入っていることに

なります。食品を購入するときは栄養成分表示を見てみませんか？

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はにんじんでした。

今月は北海道が生産量全国１位、葉は緑黄色野菜で通常は根の部

分を食べます。でんぷん分解酵素のアミラーゼを多く含み、これか

らの季節、おでんや漬物に使用する野菜は？

町では、町民の皆様にお聞きしたい住

民サービスを選定し、今後の事務事業評

価や総合計画実施計画、予算編成などの

行財政運営に反映させるため、住民満足

度調査を行います。調査票が対象者の

方に郵送されていますので、アンケート

のご協力をよろしくお願いいたします。

◆アンケート対象者は、1,000人を無作

為に抽出しました。

◆回答内容は、個人が特定できないよ

う、すべて統計的に処理します。

◆調査票は、返信用封筒に入れ、ポス

トに投函してください。※切手不要

◆調査票投函期限

平成２７年１１月２０日（金）まで

問い合わせ先 住民企画課

緯76－2151（内線240、241）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満 足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調 査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査住 民 満足度調査 ををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実 施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施 しししししししししししししししししししし まままままままままままままままままままま実施し ま すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
若
い
こ
ろ
か
ら
好
き
だ
っ
た
音

楽
を
、
今
は
仲
間
と
楽
し
く
演
奏
し

て
い
ま
す
」
と
微
笑
む
鎌
塚
榮
子
さ

ん
。
町
内
の
音
楽
愛
好
サ
ー
ク
ル

「
き
ず
な
」
の
代
表
と
し
て
、
各
自
治

会
が
催
す
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
で

出
前
演
奏
会
を
開
く
な
ど
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

樺
太
生
ま
れ
の
鎌
塚
さ
ん
は
、
終

戦
後
、
滝
川
市
に
引
き
揚
げ
ま
す
。

そ
の
後
、
地
元
の
滝
川
高
等
学
校
に

進
学
し
、
卒
業
後
は
浦
臼
町
農
業
協

同
組
合
に
事
務
職
員
と
し
て
５
年
間

勤
め
ま
し
た
。

昭
和

年
に
縁
あ
っ
て
津
別
在
住

３５

の
鎌
塚
良
平
さ
ん
と
結
婚
。
翌
年
に

は
ご
主
人
が
旭
町
に
「
ア
サ
ヒ
自
動

車
整
備
工
場
」
を
創
業
し
、
良
平
さ

ん
は
工
場
、
榮
子
さ
ん
は
事
務
仕
事

を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

高
度
経
済
成
長
に
よ
り
自
動
車
や

ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
は
増
え
、
仕
事
は

多
忙
を
極
め
ま
し
た
。
夕
方
に
な
っ

て
か
ら
入
庫
す
る
車
両
の
整
備
で
、

作
業
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
い
と
き
に
は
４
人
の
住
み
込
み

従
業
員
が
お
り
、
二
人
の
娘
さ
ん
が

生
ま
れ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
の
世
話
、

事
務
仕
事
、
従
業
員
の
食
事
の
仕
度

や
作
業
着
の
洗
濯
な
ど
、
猫
の
手
も

借
り
た
い
ほ
ど
の
慌
し
さ
で
し
た
。

や
が
て
子
育
て
が
一
段
落
す
る
と
、

鎌
塚
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
の
事
務
経
験

を
活
か
し
自
宅
で
珠
算
教
室
を
開
き

ま
す
。
昭
和

年
に
始
め
た
教
室
は

５７

年
あ
ま
り
続
き
ま
し
た
。

２０
そ
ん
な
働
き
者
の
鎌
塚
さ
ん
が
大

正
琴
を
習
い
始
め
た
の
は
、

歳
を

６５

過
ぎ
て
か
ら
。
や
が
て
同
じ
音
楽
好

き
の
仲
間
が
集
ま
り
、
大
正
琴
３
人
、

フ
ル
ー
ト
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
サ
ッ
ク

ス
各
１
人
と
い
う
多
彩
な
メ
ン
バ
ー

６
人
で
音
楽
愛
好
会
「
き
ず
な
」
を

結
成
し
ま
す
。
現
在
は
オ
カ
リ
ナ
６

人
が
加
わ
っ
た

人
の
構
成
で
、
月

１２

２
回
程
度
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鎌
塚
さ
ん
は
「

歳
に
な
っ
た
ら

８０

も
う
引
退
し
ま
す
」
と
笑
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
好
き
な
音
楽
へ
の
思
い
は

尽
き
な
い
よ
う
で
す
。

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、
保
険
会
社
か

ら
毎
年
一
回
、「
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
保
険
会
社
に
支

払
っ
て
い
る
生
命
保
険
の
掛
け
金
の
総
額
（
見

込
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
所
得
税
の
精
算
に
必

要
と
な
る
も
の
で
す
。

会
社
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
年
末
調

整
を
す
る
際
に
勤
め
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
に
使
い
ま
す
の

で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
は
、「
旧
生
命
保
険
料
」「
旧

個
人
年
金
保
険
料
」「
新
生
命
保
険
料
」「
新
個
人

年
金
保
険
料
」「
介
護
医
療
保
険
料
」（
※
町
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
の
５
区
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
証
明

書
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
お
取
り
扱
い
く

だ
さ
い
。

生
命
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

かまづか えいこさん／昭和11年８月、樺太生まれ／

79歳／旭町在住

さ
ん

鎌
塚

榮
子

音
楽
愛
好
サ
ー
ク
ル

で
大
正
琴
を
楽
し
む

【451】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

月
は

１１「
固
定
資
産
税
」第
４
期
、

「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」第
６
期

の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は

月

日（
月
）で
す
。

１１

３０

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、引
落
口
座
の

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



月
は
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り

12
号
」が
２
日
間
来
町
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
日
に
、
津
別
町
の

皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
1
日
目
》

月
7
日（
月
）

12
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

午
後
1
時
～
３
時

津
別
高
校
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

《
2
日
目
》

月
9
日（
水
）

12
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

午
後
1
時
～
３
時

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

☆
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
よ
り
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
2
３
1
）

７６
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者

の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
又
は

２
年
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

月
１
日
～

月

日

11

11

20

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
３
５
５
５

73
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
砂
川
市
焼
山

番
地
）

60

緯
０
１
２
５
室

室
２
７
７
４

52

次
の
道
道
は
、
来
年
春
ま
で
冬

期
間
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

■
訓
子
府
津
別
線

臼
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）

渦
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地

【

月

日
～

11

27

平
成

年
５
月
９
日
】

2８

■
屈
斜
路
津
別
線

臼
弟
子
屈
町
ウ
ラ
ン
コ
シ
ゲ
ー
ト

か
ら
上
里
６
４
２
番
地
１

【

月
４
日
～

11

平
成

年
５
月

日
】

28

27

■
二
又
北
見
線

臼
二
又
（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別

線
交
点
）

渦
最
上
（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）

【

月

日
～

11

27

平
成

年
５
月
９
日
】

28

問
い
合
わ
せ
先

網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

緯
０
１
５
２
室

室
０
７
４
２

41

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

児童虐待防止対策の推進
～『もしかして』 あなたが救う 小さな手～

児童虐待事案は、取扱い事案が年々増加しており、

尊い子どもの命が奪われるなどの痛ましい事件が後

を絶ちません。「しつけのつもり」は親の言い訳に過ぎ

ません。子どもの立場に立って考え、児童虐待の早期

発見をお願いします。

《近所にこのような子どもや保護者はいませんか》

・子どもの泣き声や助けを求める声が頻繁に聞こえる

・子どもの身体に不自然な傷が多い

・親を異常に怖がる、顔色を窺っている

・子どもの身体や衣服が汚れている…etc.

児童虐待の疑いを感じたら、迷わずに児童相談所、

警察、市区町村に連絡してください。

匿名でも構いません。あなたの連絡が児童虐待から

子どもたちを救うことになります。

平
地
か
ら
望
む
雌
阿
寒
岳
に

も
、
う
っ
す
ら
白
い
も
の
が
見
え

始
め
て
き
ま
し
た
。
冬
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。

さ
て
今
月
は

日
か
ら

日

11

20

ま
で
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
の
交
通
安

全
運
動
と
と
も
に
、
北
海
道
の
統

一
運
動
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点
は

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
凍
結
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

の
３
点
で
す
。
家
庭
や
学
校
、
職

場
で
も
運
動
の
展
開
と
、
交
通
事

故
防
止
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
過
去
３
年
の

月
、

11

12

月
の
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
状

況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〈
平
成

年
～
平
成

年
の
累
計
〉

24

26

１
１
０
人
。
そ
の
う
ち
高
齢
者

が

人
（

・
２
％
）
、
ス
リ
ッ

53

48

プ
事
故
が

人
（

・
５
％
）
、

28

25

飲
酒
絡
み
８
人
（
7
・
3
％
）

冬
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民環境

グループ

道
道
３
路
線
が
冬
期
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

「
献
血
」
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成

年
度
入
校
生
募
集

28

平
成

年
分
年
末
調
整
説
明
会

27

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
事
務
を
担
当
さ
れ
る
方

の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
の
関
係
資
料

は
該
当
者
に
直
接
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
当
日
は
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
『
年
末
調
整
の
し
か
た
』

『
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

作
成
と
提
出
の
手
引
き
』
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

郵
送
さ
れ
て
い
る
年
末
調
整
関

係
用
紙
で
不
足
分
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
日
お
渡
し
し
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日
（
金
）
午
後

11

20

２
時
（
開
始

分
前
か
ら
受
付
）

30

会

場

林
業
研
修
会
館
集
会
室

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

未
登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者

の
名
義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い

て
は
届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
義
の
変
更
に
つ
い
て
は
新
旧

の
所
有
者
の
印
鑑
、
取
り
壊
し
に

つ
い
て
は
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な

お
、
届
出
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、

税
務
収
納
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
あ
り

ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転

登
記
、
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合

に
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

原
則
と
し
て
労
働
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６

２３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
３
５
５
５

７３
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で

は
、
女
性
に
対
す
る
夫
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
の

相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
左
記
の
期
間
は
、
全
国
一
斉

強
化
週
間
と
し
て
、
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す
。

専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

緯
０
５
７
０
室
０
７
０
室
８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

実
施
日
時

月

日
（
月
）
～

日
（
日
）

１１

１６

２２

受
付
時
間

午
前
８
時

分
～
午

３０

後
７
時
（

・

日
は
午
前

２１

２２

１０

時
～
午
後
５
時
）

※
強
化
週
間
以
降
も
、
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
平
日

午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
）

１５

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

緯
０
１
５
４
室

室
５
０
１
４

３１

芸
術
の
秋
を
彩
る
町
民
文
化

祭
が
、

月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ

１１

ま
す
。

町
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
団
体
が
、
１
年
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
の
で
、

ご
家
族
、
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

会

場

中
央
公
民
館

・
絵
画
展

月
１
日
～

日
（
展
示
室
）

11

15

・
総
合
展
示
（
第

回
道
民
芸
術

39

祭
北
見
地
区
美
術
展
）

月
６
日
～
８
日
（
大
ホ
ー
ル
）

11
・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
公
開
交
信

月
７
日
（
ロ
ビ
ー
）

11
・
舞
台
発
表

月

日
（
大
ホ
ー
ル
）

11

15

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
文
化
協
会
事
務
局

緯

室
４
１
２
８

76

プ
リ
カ
で
払
わ
せ
る
詐
欺
に
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

ス
マ
ホ
に
入
っ
た
メ
ー
ル
で

「
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
約

万
３０

円
を
払
う
よ
う
に
」
と
請
求
さ
れ

た
。
心
配
で
業
者
に
電
話
を
し

た
ら
「
今
日
中
に
支
払
わ
な

い
と
裁
判
に
な
る
！
」
と
言

わ
れ
怖
く
な
り
、
業
者
に
言

わ
れ
た
と
お
り
に
コ
ン
ビ
ニ

で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

万
３０

円

分

を

買

い
、
業

者

に

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
記
載
番
号
を

教
え
て
し
ま
っ
た
。

よ
く
考
え
た
ら
不
審
に
思
う
。

返
金
し
て
ほ
し
い
。

有
料
サ
イ
ト
な
ど
の
架
空
請

求
の
支
払
い
手
段
と
し
て
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
、

カ
ー
ド
記
載
番
号
を
聞
き
出
す

こ
と
が
目
的
で
す
。
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
や
量
販

店
等
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
販

売
さ
れ
て
お
り
、
番
号
を
教

え
て
し
ま
い
事
業
者
に
先
に

利
用
さ
れ
る
と
被
害
の
回
復

は
困
難
と
な
り
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
こ
と
は

業
者
に
返
信
や
連
絡
は
し
な

い
こ
と
で
す
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

１１強
化
月
間
で
す
！

Q

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
・

取
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

月
１
日
か
ら
町
民
文
化
祭

11が
開
催
さ
れ
ま
す



オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、

第１期（8月31日期限）と第２期（11月30日期限）

の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納めてい

ただきます。

連絡・問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係 緯0152－41－0613

【納税に関すること】納税係 緯0152－41－0616

個人事業税・第2期の納期限は11月30日です

⃆
児
童
虐
待
と
は

親
な
ど
現
に
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者

が
、
子
ど
も
に
対
し
て
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た

り
、
適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ
と
、
言

葉
に
よ
る
お
ど
か
し
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
っ
た

り
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
（
さ
せ
る
こ

と
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
、
発
達
を
そ

こ
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。

⃆
し
つ
け
と
の
違
い
は
？

た
と
え
親
な
ど
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、

虐
待
か
ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
に
と
っ

て
有
害
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。

⃆
虐
待
し
て
し
ま
う
家
庭
を
追
い
つ
め
な
い

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
し
て

し
ま
う
保
護
者
の
側
に
も
、
子
育
て
の
不
安
や
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
家
族
全
体
が
多
面
的
な

悩
み
を
抱
え
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

周
囲
か
ら
保
護
者
だ
け
へ
の
一
方
的
な
非
難
は
、

か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
問
題
を
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
う
一
報
が
子
ど
も
の

命
を
救
い
家
族
全
体
を
救
う
の
で
す
。

⃆
虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
ら
、
次
の
通
告
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
身
体
的
虐
待
「
不
自
然
な
傷
が
多
い
」「
叩
く
音

や
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
」

・
ネ
グ
レ
ク
ト
「
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚

れ
て
い
る
」「
車
内
に
子
ど
も
が
放
置
さ
れ
て
い

る
」「
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

外
出
し
て
い
る
」

・
心
理
的
虐
待
「
し
つ
け
の
程
度
を
超
え
て
叱
っ

て
い
る
」「
こ
と
ば
に
よ
る
脅
し
」

・
性
的
虐
待
「
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

て
い
る
（
さ
せ
て
い
る
）」

な
ど
、
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
通
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
相
談
や
通
告
し
た
人
が
誰
か
特
定
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
情
報
は
、
決
し
て
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

⃃
役
場

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
）

76

⃃
北
海
道
北
見
児
童
相
談
所

緯
０
１
５
７
室

室
３
４
９
８
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⃃
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

緯
１
８
９

（
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事

業を行っている個人に、その所得を基礎として課税さ

れる道税です。事業の所得から各種控除額を差し引い

たものに、次の税率をかけて算出します。
と き 平成27年１１月７日（土）

午後１時30分～４時

ところ 津別町民会館 大講堂

第１部 桂ひな太郎師匠による

「成年後見落語」

第２部 シンポジウム

「市民後見人の活動が地域を支える」

・東 啓二 氏（東京大学コミュニティ意思決定

支援プロジェクト特任専門職員）

・五ノ井 八重 氏（釧路市民後見人）

・笹谷 貴志 氏

（津別町あんしん生活サポートセンター専門員）

司会 桂 ひな太郎 師匠

その他 入場無料ですので、多くの町民の方のご出席

をお願いします。

共 催 津別町・津別町社会福祉協議会

問い合わせ先 津別町社会福祉協議会 緯76－1161

津別町地域づくりフォーラム

落語で知ろう成年後見制度

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

津
別
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

⃆

行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
（
番

号
法
）
で
は
、
法
律
に

定
め
ら
れ
た
事
務
の
ほ

か
、
地
方
公
共
団
体
が

独
自
に
行
う
事
務
に
つ

い
て
も
、
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人

番
号
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

⃆

町
で
は
、
現
に
実
施

し
て
い
る
事
務
の
範
囲

の
中
で
、
個
人
番
号
の

利
用
等
が
で
き
る
よ
う
、

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

⃆

こ

の

た

び
、
条

例

（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

⃆

○募集期間 平成27年11月1日（日）～30日（月）まで

○意見を提出できる方

・町内在住者 ・町内勤務者 ・町内に事業所を有する法人、その他の団体

○閲覧できる場所 ・津別町ホームページ

・役場正面玄関ロビー、中央公民館、さんさん館

○記載事項 住所、氏名およびご意見

※書類様式は、町のホームページからダウンロードしていただくか、閲覧場所

に備え付けられたものを使用してください。

○提出方法 ・郵送 ・ＦＡＸ ・Ｅメール

・総務課職員または閲覧場所の職員へ提出してください。

※電話では受付いたしません。

○注意事項 ・いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

・いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、別途公表いたし

ます。ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

○提出・問い合わせ先

総務課 〒092－0292 津別町字幸町41番地

緯（0152）76－2151 内線208 胃（0152）76－2976

E-mail：soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

意見੥の提出̾ͅい̀

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

北見人権擁護委員協議会・釧路地方法務局北見支

局では、第６７回人権週間（１２月４日から１０日まで）

にちなんで「特設なんでも相談所」を開催します。

人権に関する問題でお悩みの方は、お気軽にご相

談ください。

津別町での開催日は、以下のとおりです。

日 時 １２月４日（金）午後１時から４時まで

会 場 林業研修会館（役場裏）１階図書室

相談員 人権擁護委員

（鷹觜とし子、修田建惠、布瀬勝明）

相談内容 学校・職場でのいじめ、パワハラ、配偶

者や家族からの暴力及びインターネットによる

嫌がらせなどの人権問題から、離婚や成年後見な

ど、さまざまな悩みごと、困りごとについて

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

問い合わせ先

釧路地方法務局北見支局 緯０１５７－23－６１６６

第˒˓ ٝ人ࡀ਩間
අ୭̈́ͭで͜相談所をٳ୭̱͘す

冬の交通安全運動

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

11月11日（水）～11月20日（金）

○高齢者の交通事故防止

○凍結路面等のスリップによる

交通事故防止

○飲酒運転の根絶

運 ൲ の ਹ ത

஠ൽ

ൡ࣐֚൲日

11月 11日（水）

ΓーフΞͻ
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問い合わせ先 美幌・津別広域事務組合 消防本部G通信担当 緯73－0199

１１月９日は、「１１９」（イチイチキュウー）にちなんだ「１１９番の日」です。

消防本部では、この日１１９番の正しい使い方をご理解いただくために大型店舗等にて啓発用ティッシュなどを配布し

ながら啓発運動を行うほか、通信指令室の一般公開を実施します。

緊急時の通報は、誰もが気が動転して興奮状態になりがちです。慌ててしまうなどして正確に伝わらない場合があ

りますので、次の事項に留意して落ち着いて通報しましょう。

美幌町・津別町内で携帯電話を除く一般電話（固定電話）やＩＰ電話で１１９番をかけると美幌・津別広域事務組合消

防本部の通信指令室につながります。通信指令員が「火事か救急か？」「美幌町内か津別町内か？」のほか、以下のよ

うな情報をお尋ねしますので落ち着いて答えるようお願いします。

※詳しくは美幌・津別広域事務組合ホームページをご覧ください。

※通信指令室の一般公開は、１３時から１６時までの間に限ります。

・住所（住所のほか近くの目標物など）は？

・何が燃えているのか？

・ケガ人はいないか、逃げ遅れた人がいないか？

・通報している方のお名前と電話番号は？

１１９番では救急要請を受理すると、意外と多くの方から「救急車のサイレンを鳴らさないで来てほしい」と言われることが

ありますが、救急車は緊急走行する際、サイレンを鳴らし、赤色灯を点灯して走行することを道路交通法などで定められてい

ます。「サイレンを鳴らさないで」にお応えすることは出来ません。ただし、減音は可能です。

緊急に医療機関へ搬送する必要がある方のためです、ご理解とご協力をお願いします。

・住所（住所のほか近くの目標物など）は？

・誰がどうしたか？

・通報している方のお名前と電話番号は？

「救急車のサイレンをならさないできてほしい」の要望には応じることはできません

火 事 の ા 合
救 急 の ા 合

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）について（色は「ピンク色」です）
後期高齢者医療制度では、医療費が高額となった場合、過度な負担とならないよう下記に該当する方へ減額

認定証を発行しています。対象となる方で減額認定証をお持ちでない方は役場後期高齢者医療担当窓口厩番へ

申請してください（住民税課税の方は手続き不要です）。

▼減額認定証の交付対象となるのは、次の区分英または区分衛に該当する方です

問い合わせ先 保健福祉課後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

世帯全員が住民税非課税である方区分衛

世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに
該当する方
・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

※長期にご自宅を離れる方へお願い
最近、後期高齢者医療担当より通知等を発送した際、本人の手元に届かない場合があります。長期に家を空

けられる方は、下記までご一報ください。
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▼保険料を納め忘れの方へ

日本年金機構では、国民年金保険料を

納め忘れの方に対して、電話や戸別訪問

などによる「納付」や「免除等の申請手続

き」のご案内をしています。北見年金事務

所では、この案内業務を下記の民間事業

者に委託していますのでご承知ください。

委託事業者 (株)アイヴィジット

問い合わせ先 緯0120－185－056

なお、業務を委託しても国民年金保険

料の収納事業の実施主体は、日本年金機

構であり、同機構が責任をもって運営し

ていることに変わりはありません。

▼振り込め詐欺にご注意を！

◎業務を委託しても保険料の納付方法は、

日本年金機構が発行した納付書で金融機

関かコンビニで納めていただきます。

口座を指定し、ＡＴＭなどから振込を

お願いすることはありません。

◎委託業者が個別訪問する場合、写真入

りの個別訪問員証明書（身分証）を提示い

たします。また、日本年金機構が事前に

お送りしている納付書で訪問員に保険料

をお支払い頂く事もできます。

年金保険料の収納業務を民間委託
平成２７年中に国民年金保険料を納付した方には日本年金機構か

ら「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られます。

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町民税の社会保険料

控除の対象となります。そのためには「控除証明書」を添付して申

請しなければなりません。確定申告や年末調整の際には、「控除証

明書」や領収書が必要となりますので、大切に保管してください。

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている

月分以外の保険料を１２月３１日までに納めた場合は、その分も合わ

せて申告できます。控除証明書と一緒に納付した保険料の領収書

を添付してください。

なお、世帯主または配偶者が家族の国民年金保険料を納めた場

合は、納付した人がその保険料を申告することができます。

問い合わせ先 専用ダイヤル 緯０５７０－０５８－５５５

（ＩＰ電話、ＰＨＳ電話は 緯０３－６７００－１１４４）

※専用ダイヤルにおかけになる場合は通常の通話料金がかかります。

≪控除証明書専用ダイヤル受付期間≫

平成2７年11月2日～平成28年3月15日

≪受付時間≫ 月～金曜日 9：00～19：00

第２土曜日 9：00～17：00

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

年ྎ಺ା͞ږ೰૭࣬には

「২ٛ保険料（࣭民年金保険料）ੰࢱબྶ੥」を！

国民年金保険料を納付した期間

平成２７年１月１日から９月３０日まで
の間に納付された方

平成２７年１０月１日から１２月３１日
までの間に納付された方

「控除証明書」が送られてくる時期

１１月上旬

来年２月上旬


